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学生が語る教育地域科学部
教育地域科学部
こんにちは。理数教育コース3年の齊藤慶司です。みな
さんは福井大学をどんなところだと思っていますか？地方
の小さい大学というイメージをもってるのではないかと思
います。しかし、実際はとても特色のある研究や授業が多
く行われているのです。今回はその中の1つを紹介しまし
ょう。教育地域科学部では、総合学習の一環である教育実
践授業（フレンドシップ事業）として「探求ネットワーク」
という活動を行っています。この事業を始めて今年で１１
年目を迎えます。つまり世間で総合学習が注目される前か
ら行われていたのです。月に2回、福井市内の子ども達が
大学に集まって私たち大学生とグループを組み、それぞれ
が1つのテーマを基に1年間活動をしていきます。そのテー
マは、キャンプや料理、気球作り、人形劇など多くありま
す。毎回の子ども達との活動はとても楽しいです。福井大
学に入り探求ネットワークに参加すれば、子どもと直接関
われるので、より実践的に教育について学ぶことができる
と思います。また、年に1度ですが広島大学、横浜国立大
学などの学生と「探求ネットワーク」について討論会など
も行っています。このことからも規模の大きい特有の授業
だと思います。
充実した環境で大学生活を満喫したい人は是非福井大学
に来てみてください。
所属する生活科学教育コース
では、生活にとって身近な衣
食住、そして個人、家族、く
らしに関わる問題について
様々な側面から学んでいます。
他のコースと比べ特徴的なこ
ととして、実習、実験などの
実践的な授業が多く組み込ま
れていることが挙げられます。
実際にやってみることで発見
することは多く、そこからさらに深め、視野を広げていけ
ることはとても勉強になっています、同学年はもちろんで
すが、上下の交流もあるため、先輩方からも多くのことを
教えていただき、刺激を受けています。そのような中で、
大学に入学してから私の家庭科へのイメージは大きく変わ
り、またそのおもしろさを改めて感じ、学びたいことが次
から次へと出てきています！学校教育課程全体としては、
ライフパートナー活動や、探求ネットワーク、１年次から
の附属学校研究大会参加などを通して、実際に子ども達と
向き合って活動したり、教育現場の雰囲気に触れたりする
機会が多くあります。複数の教員免許が取得できるため、
自分の専門以外の免許や、幼稚園教諭免許などの取得を目
指し、さらにそれぞれが目標に向かって高い意識を持ち、
積極的に学び、活動に取り組んでいる学生が多いと感じて
います。他のコースの人と活動したり、多くの先生方や子
ども達と出会ったり、人と人との結びつきが強い学部です。
私もたくさんの人達との出会いを通し、人間的に少しは成
長できたかなと思っています。
私たち3年生はもう少しで1ヶ月間の教育実習が始まりま
す！たくさんの出会いを楽しみにしながら、今まで学んで
きたことを活かし、子どもたちと向き合えるよう頑張って
きます！大変で忙しいこともありますが、みなさんの大学
生活も充実した素敵な4年間になるといいですね！
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こんにちは！私は障害児教育コースの３年生です★今日
は私の学校生活をちょっと紹介したいと思います！私は小
学校の頃に近所に障害を持った友だちがいて、どうしたら
その子にとって楽しい学校生活が送れるのかなと思い、障
害児教育に興味を持ったのでこのコースを選びました。私
はなんとなく興味があるだけでこのコースに入りましたが、
大学で勉強していくにつれて、自分のしたいことがはっき
りしてきました。土日はいろんなボランティアに行ってた
くさんの子どもと楽しく活動しています。私たちのコース
は11人という少人数ですが、男女仲が良く、飲み会や合宿
などがあってとても楽しいです。また、私が高校と全然違
うなぁと思ったことは、自分で受講したい講義を決められ
ることです。だから一人一人が自分の興味のあることを勉
強できるし、一人一人が違うのでいろんな人がいておもし
ろいです。
また、高校とは違ってサークルや部活が楽しいです！！
私は準硬式野球部のマネージャーをしています。練習の他
にも花見やバーベキューなどたくさん遊んだりもします。
試合や大会の時はとても盛り上がります☆
このとおり私の大学生活は忙しいけどとても充実していて
楽しいです！きっと福井大学に入ると高校とは違う学校生
活が待ってるよ（●＾o＾●）
私たち教育地域科学部には学校教育課程の
ほかに、地域文化課程の生涯学習コースと異
文化交流コース、地域社会課程の行政社会コ
ースと地域環境コースの4コースがあります。
ここでは私の所属する生涯学習コースにつ
いて詳しく紹介していきたいと思います。
生涯学習は大きく分けて文化系と健康系と
いう2つの分野に大きく分かれています。文
化系は社会教育学や博物館学、美術や音楽などの分野について学ん
でいます。健康系は生涯スポーツや生理学、心理学関係の分野につ
いて学んでいます。
私はこの中でも社会教育に強い興味があり、自分の専門として学
んでいる所です。いまは地域で行なわれている活動や組織がどのよ
うに展開していて、発展しているのかなどを理論的に研究していま
す。また実際、地域の中でおこなわれている地域教育に関する実践
活動に参加したり、児童館でおこなっている通年の実習を通して実
践の積み重ねもしています。他の分野にもいえることですが、大学
の教室内での講義にとどまらず、実際に地域にでて実践的に学んで
いけることがこのコースの大きな利点です。また様々な分野の先生
方がいるため、自分の興味や学ぶ意欲によって、広く学んでいける
のが特徴です。生涯学習は学校教育とはまた違った新しい可能性を
秘めている分野です。
将来は社会教育の価値を、地域に広げ、地域の教育をコーディネ
ートしていけるような場で働いていきたいです。現在、研究し学ん
でいることを活かし、自分は地域の中で社会教育を専門的に進めて
いけるプロフェッショナルを目指していこうと思っています。
また私たちのコースは1学年10人程度と少人数なので学年に関係
なくとても仲がよいです。空き時間には1年生から4年生まで、コ
ースの研究室にみんなが集い、たわいの無い話をしている光景をよ
く目にします。四年間を通して信頼でき、成長していける仲間を得
ることは本当に大きなことだと思います。自分は県外生で、1人暮
らしをしていますが、多くの仲間とのかかわりや支えがあるからこ
そ、有意義な大学生活を送れていると感じます。
このコースをはじめ、大学はさまざまなことが学べ、経験できる
環境です。四年間という特別な時間を大切にし、意味のあるものに
していくことが、将来において必ず自分にプラスとなっていくと感
じています。
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■Major Caption-1: 
アフリカ諸国における災害外科診療と整形外科学への積極
的支援を実践
本年の先進国首脳会議（サミット）の主要議題は“アフリカ支
援”です。英国首相の Tony Blair 氏が“Africa Commission”
を立ち上げて精力的に財政・保健・社会基盤整備に向けた活動を
行なっています。そのアフリカ・ウガンダ共和国からGodfrey
Timbihurira 外科医師が福井大学医学部附属病院へ平成17年4
月1日に災害・外傷外科学の研鑽と医学修練のため来日しまし
た。月・水・金の定時手術および緊急手術に積極的に入り、火・
木は外来における診察と診療に参加しており、着実に外傷外科や
整形外科（脊椎脊髄疾患、関節外科など）およびリハビリテ－シ
ョン医学の研修実績を積んでいます。
ウガンダはケニア・タンザニア・コンゴに囲まれ、有名なビク
トリア湖のある共和国で“アフリカの真珠（ウインストン・チ
ャ－チル卿）”とも称される穏やかで発展を遂げている国の様で
す（図１）。メリル・ストリープとロバート・レッドフォードの
アカデミー賞映画 “Out of Africa（“愛と哀しみの果て”）“は、
隣国ケニアが舞台ですが、ウガンダの風景や景色である東アフリ
カ・高地コーヒー農園、赤い砂漠
と草原や山岳風景、などは同じで、
かつ私達現生人の起源とも言われ
る“イヴ”（13万年前）が生まれた
土地でもあります。BBC ではケ
ニア・ウガンダの放送が数多くあ
りますが、その風景や景色は私達
日本人には全くの別世界といって
もよい程に美しいものです（図2）。
医学部整形外科では2年前に
“福井大学医学部整形・災害外科
フェローシップ”を立ち上げ、エ
ジプトアラブ共和国を最初のもの
としてアフリカ諸国への災害外傷
外科学の支援を開始しました。そ
こで Godfrey Timbihurira医師
が来日している訳ですが、向後5カ年間は継続して複数の整形・
外科医師を対象に医療支援を行なうことになっています。また平
成17年度から現地の大学医学部での整形・外傷外科学講座（“整
形外科・福井大学ゼミ”）を開講して不定期の講義・実習ゼミ・
手術指導を行なうべく準備を行なっています。すでに現地の首
都・Kamparra市 Makerere大学医学部との協議がなされていま
す。整形外科および外傷外科学は単なる講義やゼミでは不完全で
やはり手術的技術が必要になりますし、むしろ手術的外科治療が
主体ともなる訳ですが、私達医学部整形外科ではチームを組んで
講義のない夏期・冬期に手術指導に赴くことになります。国際災
害医療支援という事項は災害時に短期的（1～2週）に当該地域
で活動するというものもありますが、Medicine sans
Frontieres (Doctors without Borders)の様に一定地域で特定
期間継続して行なうものもあります。私達は国立大学法人という
枠組みに存在するものですから、夏期・冬期といった季節ごとの
支援が現実的であるわけですが、現地法人（ウガンダ協会）とも
連携して支援活動を展開していくことになろうと考えています。
現在はウガンダ共和国大使館の James B. Baba 大使（図3）
やウガンダ協会（NPO法人）とも緻密に連携をとり、保健医療
図1:ウガンダ共和国の全体像
図2:ビクトリア湖と国立公園
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支援という大枠のなかで災害・外科医療支援を行なうべく準備を
しています。
■Major Caption-2: 
地球規模の問題解決に向けたグローバルな外科医療支援
“地球規模の問題解決に向けたグローバルな医療支援”という
スローガンをよく見受けます。保健や栄養・感染症・飢餓対策・
食料や医薬品支援が本邦でも行なわれるようになりましたが、欧
米先進国にくらべればその内容や規模は極めて小さなものと言わ
ざるを得ない状況と評価されています。国際整形災害外科学会で
は“World Orthopaedics Concern”という仕組みで開発途上
国支援が行なわれていますし、日本整形外科学会でもアジア諸国
を対象に盛んに支援が行なわれるようになりました。5大陸の中
で経済・医療・社会的インフラが後退しているのはアフリカ大陸
のみであり（BBC）、映画“すべては愛のために”ではスーダ
ン・ダルフールが舞台となりその問題を鋭く捉えて国際的アピー
ルを行なっています。来日している Godfrey Timbihurira 外科
医師や現地の Makerere 大学医学部 Elly Katabira 副医学部長、
整形外科教授との協議のなかで、もちろん福井大学医学部整形外
科が主体になりますが、善意旺盛な九州大学・広島大学といった
他の国立大学法人からの支援も取り付け、本邦での東アフリカ支
援のコアとしての活動が今後展開されていくことになります。こ
の様に“福井大学医学部整形・災害外科フエローシップ”をコ
ア・プログラムとして他の医療分野である保健医療や看護支援、
栄養、初等教育といった大きな支援プログラムが出来上がってい
くことを心から期待しています。そのためには学会や社会活動お
よび広報活動にもできるだけ参加してゆき、日本的・国家的規模
にまで展開できれば素晴らしいことになるものと確信していま
す。
“真珠”というのは真珠貝の外套に小さな“核”を入れることか
ら始まり、3年、5年と丹精込めてその“核”の成長を待ち、それ
で初めて美しい“パ－ル（真珠）”ができる訳です。Godfrey
Timbihurira 医師（図4）やこれから5カ年間継続して来日する整
形・災害外科医が真珠の“核”となり、10年後には“アフリカの真
珠”と呼ばれる彼の国の“真珠の様に美しい整形外科医”として育
っていくべく最大限の支援を行なっていく方針です。私達のこの
アフリカ・プロジェクトが沢山の善意の人達によって日本の国立
大学法人でも誇らしいものとして発展していって欲しいと考えて
います。
図4:医学部附属病院での整形外科手術
図3:ウガンダ大使館での協議（James B.Baba 大使:右から2番目、Godfrey
Timbihurira 医師；右端）
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工学部には8つの学科があり、工学のほぼ全ての分野をカバー
しています。大学院工学研究科博士前期課程（修士課程）には、
各学科と直結した8つの専攻が、また、どの学科からでも進学出
来る2つの独立専攻が設置されています。独立専攻は、広い学問
分野を総合的に教育研究する学際的な専攻であり、福井大学の特
徴的分野になっています。更に高度な工学研究を希望する学生に
は博士後期課程（博士課程）が用意されており、3専攻（平成
18年度からは4専攻）が置かれています。現在、工学部には
2,510人の学生が、工学研究科には730人の大学院生（博士前
期580人、博士後期150人）が在籍し、日夜勉学、研究に励ん
でいます。
工学は人間社会の持続的発展を支える科学技術の体系であり、
人々の夢を実現していく基盤となるものです。その夢は工学を学
ぶ者の夢でもあり、工学部・工学研究科で学ぶ学生は常に「自分
の夢」を想起し、その実現を目指して、課題や目標を設定し、そ
れを解決・達成していくという学習姿勢を持たなくてはなりませ
ん。その夢の実現を目指して努力する学生を支援していくのが工
学部・工学研究科の教育です。単にカリキュラムに従って漫然と
授業に臨み単位を取得するといった学習方法では不十分であり、
自ら学び取っていくという姿勢を持たなくてはなりません。高度
な専門科目の内容はそれを学ぶ「動機」が無くては修得できませ
ん。しかし、「動機」や「夢」は、人の知識レベルによって変化
するものであり、自分の夢を膨らませるためには、ある程度の我
慢や努力も必要です。工学部の教育課程にはこれらの事を考えて
各学科でさまざまな工夫が凝らされており専門知識を修得するた
めに必要な基礎科目が体系的に配置されています。学生は教育課
程に従って安心して勉学を進めていけば必ず一定のレベルに到達
できるようになっています。しかし、その結果が「生きた知識」
になるかどうかは学生の学
習姿勢による、すなわち、
「動機」や「夢」を持ってい
るかどうかによります。工
学部・工学研究科では、学
生が確実に工学基礎知識や
専門知識を獲得し、社会で
活躍できる創造力と人間力を身に付けることができるように、以
下に例示する様々な方策を講じてきています。
工学部では17年前に大学科・大講座制に編成替えしたときに
専門科目群の体系化を行い、また、6年前の全学教育改革（共通
教育体制への移行）と連動して、専門基礎科目群と専門科目群と
の接続に配慮した教育課程の整理を図ってきました。その後も、
教務全般と学生生活に係る事項を企画し実施する教務学生委員会
とは別に、教育委員会を置いて、教育課程の改組・改革を継続的
に行ってきています。各学
科での教育課程改革に加
え、学際実験・実習、留学
基礎英語、放射線安全工学、
知的財産権の基礎知識、ベ
ンチャービジネス概論やイ
ンターンシップ等の工学部
学生が共通に必要とする科
目群の組み込みを行ってき
ています。その結果、各学科の教育課程は多様な科目群を包摂し
て、技術者教育プログラムとして誇るに足るものになっています。
今後は、大学院工学研究科の教育課程と学部専門教育課程の接続
を図り、実践的教育技法も採り入れて、高度専門技術者育成のた
めの高等教育の実質化を果たしていきます。
入学直後に、全ての新入生と教員及び先輩学生が参加する合宿
研修を行っています。そこでは簡単な履修指導と共に、学生と教
員が一体となって、特定のテーマについて議論するなどの行事を
通して、学生同士の交流、学生と教員の交流が教室とは全く違っ
た雰囲気でなされています。
大学全体での導入教育に続く各学科での個別授業では、各学科
で工夫を凝らした少人数教育が行われています。そこでは数人の
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学生グループに担当教員を配置し、学生と教員が近い距離で特定
のテーマに取り組む中で、各専門分野で学ぶべきこと、学ぶ姿勢
や学びの面白さを学生が会得できるようにしています。
大学には様々な経歴や個性を持った人が入学してきます。普通
高校、工業高校や総合学科の出身者、留学生、資格認定合格者など
です。工学部ではAO入試により得意分野の違った多様な学生を
積極的に受け入れています。しかし、大学での工学分野の科目の
履修には数学と英語の一定の力が必要です。このため、入学直後
に新入生全員を対象にプレースメント・テストを実施し、バック
アップが必要と考えられる学生に半年または１年間のステップ･ア
ップ授業を実施しています。特にAO入試では専門の技能や技術
力が高く意欲も旺盛である反面、数学や英語の力が十分ではない
学生も入学してきます。こうした学生は、ステップ・アップ授業
で学力を補うことにより飛躍することができ、卒業の段階では優
秀な学生に育っています。学科によっては高等学校で履修しなか
った科目の学力を補うために理科の補修授業も行われています。
工学部では、1～3年次生及び過年度生を数人から10人程度の
グループに分け、各グループに1～3名の教員が助言教員となり、
修学上及び生活上の相談に応じています。4年次生は卒業研究の
ために研究室に分属するので、研究室の教員が助言教員を兼ねる
ことになっています。
工学部での教育は広い意味での「ものづくり」教育です。新し
い「もの」、「概念」や「システ
ム」を創り出すには幅広い専
門知識が必要ですが、それ以
上に、想像し(Imagine）、巧
みに処理して創り上げる
(Engineer)能力が必要で
す。創成型教育とは、この
「 夢 を 実 現 す る 技 術 者
(Imagineer)」を育てる教育です。「Imagineer」は自ら企画し、
学び、調べ、スキルを磨き、「もの」を造り、結果を評価できる技術
者です。知識基盤社会を科学技術の側面から支えるのは創造力と
人間力を持つ「Imagineer」であり、その育成のために工学部では、
学際的にも、また、各学科・専攻に於いても、学生主体の創成型教
育が導入されています。工学部共通で開講されている「学際実
験・実習」は学際的創成型科目であり、「あなたが挑戦する科目」
です。この科目は現在3テーマで走っています。知的疾走を目的
とする「レッスンプレビュー」、ミニ・プロジェクトXの「知能ロ
ボット」、及び、自主参加・自主企画・自主運営の「環境問題調査
隊」のいずれのテーマに於いても、自ら汗をかきながらも楽しく
学び「Imagineer」としての成長が期待できます。
日本技術者教育認定機構(JABEE：Japan Accreditation
Board for Engineering Education)は大学等の技術者教育プロ
グラムが社会の要求水準、国際水準を満たしているかどうかを評
価し認定するため1999年に設立されました。JABEE認定プロ
グラムを終了した卒業生は専門技術者として国際的に認められる
ことになります。工学部の教育課程はJABEE認定基準を十分に
満たしているものですが、認定を受けるためには教育結果評価の
ための資料を整える必要があります。工学部では現在までに５学
科6コースのプログラムが開始しており、平成18年度には全て
の学科のプログラムが走るように準備を進めております。プログ
ラムでは、学習・教育目標として、グローバルな視点、技術者倫
理、基礎と応用能力、問題解決能力、デザイン（企画・設計）能
力、コミュニケーション能力、自己学習力の育成を掲げ、それを
実行するための教育システム（設備、教員組織、支援組織）が整
備されていること、卒業時点で目標が達成されていること、など
が求められています。上記の創成型教育の導入も、JABEE認定
基準をみたすために行われているものです。学生の皆さんから見
て、各学科の教育プログラムと実施体制はいかがでしょうか。皆
さんからの意見も採り入れて工学教育の持続的改善を図っていく
システムを持っていることもJABEE認定の重要な基準になって
います。
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一般に「学生による授業評価」と言われているものですが、本
学では、学生の意見を反映して持続的な授業改善を図っていくこ
とを目的にしていることを強調するため、「アンケート」と呼ん
でいます。授業の改善は学生と教員の双方向の努力で実現される
ものです。「学ぶ気構え」のない学生にはどれほどよく準備され
た授業でも役に立たないし、支離滅裂で何を言っているのか判ら
ない授業では学生が理解できるはずもありません。「アンケート」
の集計結果や意見は授業の担当教員に届けられて授業改善に生か
されるようになっています。工学部では全ての講義、実験、演習
の授業科目について「アンケート」を実施しています。授業改善
には学生による評価が重要です。是非、真剣に「アンケート」に
取り組んで下さい。
工学部では教員の採用又は昇格の際に教育技法評価を行うこと
になっています。ともすれば研究評価中心になりがちな教員人事
に於いて、一定レベル以上の教育技法を持っていること、学生に
分かりやすい授業ができることを、人事条件に課したものです。
また、「工学教育の質の向上を図る」ことを目的として教育活動
評価を実施しています。教員は毎年度教育活動基礎資料（授業の
実施状況、工夫・改善等、その他の教育活動）を提出することに
なっており、これらの資料を基に隔年で各教員の個人評価が行わ
れ、その結果が本人に通知され授業改善に利用されます。
工学部及び工学研究科博士前期課程学生の勉学意識を奨励する
ため、「優秀学生表彰制度」を設けています。卒業祝賀会席上に
おいて、各学科及び各専攻から推薦された卒業・修了生に表彰状
及び記念品を授与して表彰しています。一方、教育評価に基づく
教育努力奨励を目的として、年度優秀教員称号授与制度を設けて
います。これは、各学科3年次生の投票によって選ばれた各学科
1名の教員に「THE TEACHER OF THE YEAR」の称号を、更
にその中の１名に「THE BEST TEACHER OF THE YEAR」
の称号を授与するものです。
工学部・工学研究科では各学科・専攻に就職担当教員を配置
し、大学の就職支援室と協働して学生の進路相談、学内企業説明
会の開催などに対応しています。また、各学科･専攻独自にも就
職先など進路の開拓を行っています。平成16年度の工学部卒業
生及び工学研究科博士前期課程修了生の進路決定率は、夫々、
97％（578名中559名）及び98％（273名中267名）です。
さまざまな理由（家庭の事情、病気、進学準備等）で進路を決め
なかった者がおり100％になっていませんが、希望者は100％
進路決定しています。学部から大学院への進学率は約50％です。
また、工学研究科博士後期課程修了者の就職率は100％（33名
中33名）です。
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双方向遠隔授業で金沢大・
システムの概要
　北陸地区国立６大学（平成１７年１０月から、富山大学、
富山医科薬科大学、高岡短期大学が統合して４大学）は、
各キャンパスを学術情報ネットワーク（ＳＩＮＥＴ）で結ぶ双
方向遠隔授業システムを整備しました。
　本年３月には単位互換包括協定を締結し、平成１７年
度後期から試行実施、平成１８年度前期から本格的に実
施します。このシステムは、学生が金沢大学、富山大学、
北陸先端科学技術大学院大学の科目を自由に履修で
きるシステムで、全国に先駆けて導入されました。
● 6大学計14教室を整備
● 学術情報ネットワーク（ＳＩＮＥＴ）を用いた映像音声伝送
● 1授業あたり最大4地点（講師側：1教室、受講側：3教室）
● 同時複数授業開催
　福井大学では、大教室（100人）を文京キャンパス総大
2講義室と松岡キャンパス第１中講義室に整備（同等設備
を整備）、小教室（20人）をアカデミーホール集会室に整
備しました。
双方向遠隔授業システム完成記念式典の様子
（文京キャンパス総大２講義室） 操作モニタ（教卓）
松岡キャンパス第１中講義室
●北陸地区国立大学単位互換包括協定を締結
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富 山大の単位を修得
平成17年度後期7科目を開講
◆平成17年度後期　試行実施
◆平成18年度前期　完全実施
開講科目 単位 曜日・時限 授業時間 授業実施大学 提供受ける大学 本学対応科目 単位認定 シラバス
マーケティング・マネジメント 2 月曜5時限 16:20～17:50
富山大学
（高岡短大）
工学部
専門教育科目
履修科目
で認定福井大学
統計数字の読み方 2 火曜2時限 10:30～12:00
富山大学
（富山医薬大）
共通教育科目
A群第1分野
履修科目
で認定福井大学
コーヒーの世界 2 火曜5時限 16:45～18:15 金沢大学
共通教育科目
A群第1分野
履修科目
で認定
富山大学
福井大学
環境放射能 2 水曜5時限 16:20～17:50
福井大学
（工学部）
工学部
専門教育科目
履修科目
で認定金沢大学
総合科目特殊講義
（地域と人間）
2 木曜5時限 16:45～18:15 富山大学
共通教育科目
A群第1分野
履修科目
で認定福井大学
テレビ理解の心理学 2 集中講義 2月予定 福井大学（共通教育センター）
共通教育科目
A群第3分野
履修科目
で認定富山大学
景観システム計画学 2 調整中 調整中 金沢大学自然科学研究科 博士前期課程
履修科目
で認定
福井大学
工学研究科
　他大学の科目を履修する場合は、履修申請書を８月３１日（水）までに教務課に提出
してください。定員を超える場合は抽選となります。本学が開講する科目については、従
来どおり履修登録期間中にWeb登録してください。
　共通教育科目は、Ａ群第１分野の科目として単位が認定されます。工学部専門教育
科目、大学院科目も卒業（修了）要件単位として認定されます。平成18年度からは、教
育地域科学部、医学部の専門科目の実施も検討しています。
　授業は、実施大学の学年歴に基づき実施します。平成17年度後期実施の双方向
遠隔授業は、７科目とも文京キャンパス総合研究棟　総大２講義室で受講します。入
室の際、出席処理装置に学生証を通すことで出席の確認を行います。成績評価は、授
業実施大学の教員が行います。
履修登録
単位認定
授業受講
電子黒板
出席処理装置
履修希望者は8月31日までに申請を！
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部長 武川 直樹（医学部医学科4年）
フルコンタクト空手と聞いて、どんなものかよくわからない
という人は多いと思います。フルコンタクト空手とは「フルコ
ンタクト」の名のごとく直接打撃制の空手です。顔面パンチな
しのK－1と思っていただければわかりやすいと思います。（顔
面を蹴るのは有りです）最初のうちは必死でやっていて、何を
やっているのか自分でもわからないような状態ですが、慣れて
くると相手との間合いを読んだり、ガードの空いているところ
を狙ったりと奥深いところがあります。格ゲーの読み合いと似
ているところもあると思います。
年に2回ほど大会に出場しています。私たちの部活は特に女
子部が強く、前部長は福井県大会で優勝しました（決勝戦では、
1分足らずで左ミドルで相手を悶絶させました）。他大学とも交
流しています。
言うまでもなく空手は、“武道”なので礼儀を重んじることが第
一で、礼に始まり礼に終わります。そこには“暴力”はなく“武道”
があるだけなのです。
副部長 西 尚規（教育地域科学部3年）
私たちバドミントン部は、週に4日活動しています。部員の
みんなは、「3度の飯よりバドミントンが大好き！いつも見る夢
はバドミントンの夢ばかり！」という人たちで、普段の練習で
はキャプテンが考えたメニューを意欲的に取り組み、今より少
しでもバドミントンが上手くなるようにと頑張っています。ま
た、練習にはOBやOGの方々がたくさん来てくださり、時には
厳しく、時には楽しく、そして時には熱く、部員のみんなが上
手くなるようにと指導してくれます。こんな寝ても醒めてもバ
ドミントンのことばかり考えているような部活ですが、みんな
が充実して楽しい時間をすごしています。
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部長 澤田 裕介（医学部医学科4年）
私達熱帯医学研究会は、タイのチェンマイ大学の医学部生と
交流を持っています。冬にタイの学生が福井に一週間ほど遊び
に来て、私達は夏にチェンマイへホームステイをしに行きます。
チェンマイでは、タイの学生と交流を持ち、タイの文化を学び、
タイの医療体制を見学して、外からの日本の医療体制を見直す
よい機会になりました。
チェンマイはタイの京都のような都市です。数々の寺院を見
に行ったり、象に乗ったり、タイ舞踊を鑑賞したり、辛いタイ
料理を楽しみました。しかし、何より心に残っているのはタイ
学生との間に芽生えた友情でした。
福井では、私達サークルメンバーの家にタイ学生が泊まり、
大学施設を見学、東尋坊観光、そば打ち体験、スキー体験など
を一緒にしました。タイは雪が降らないので、タイ学生は初め
ての雪、そして福井でのスキーをとても楽しんでいました。
私達はこのようにして、タイの学生とのとても貴重な時間を
過ごしています。
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福井大学広報センターでは、福井大学広報紙
「CAMPUS EXPRESS」、福井大学ホームページ
をご覧になられた皆様からのご意見・ご感想をお
待ちしております。
皆様からお寄せいただいたご意見・ご感想を、今
後の広報センターの活動に役立て、よりよい広報紙、
ホームページを目指していきます。
ご意見・ご感想はこちらへ…
古紙配合率１００%再生紙を使用しています
福井大学広報紙
CAMPUS EXPRESS　第7号
発　行　日　第7号平成17年7月29日
発　行　者　福井大学広報センター
センター長　本多　義明
編　　　集　広報紙編集部会
編　集　長　前田　桝夫（教育地域科学部）
福井大学広報センター
〒910-8507　福井市文京 3-9-1
TEL 0776-27-9733
FAX 0776-27-8518
E-mail:koho@sec.icpc.fukui-u.ac.jp
ホームページ:http://www.fukui-u.ac.jp/
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